
 

 

 

 

ＪＡ新潟県青連 

ポリシーブック２０１６ 
 

～若手農業者が長期的な営農ビジョンを描くために～ 

 
 

 
 
 
 

平成２８年２月３日 

新潟県農協青年連盟 
 



ＪＡ青 年 組 織 綱 領 

 

我々ＪＡ青年組織は、日本農業の担い手としてＪＡをよりどころに地域農業の振興を図り、ＪＡ運

動の先駆者として実践する自主的な組織である。 

さらに、世界的視野から時代を的確に捉え、誇り高き青年の情熱と協同の力をもって、国民と豊

かな食と環境の共有をめざすものである。 

このため、ＪＡ青年組織の責務として、社会的・政治的自覚を高め、全国盟友の英知と行動力を

結集し、次のことに取り組む。 
 

 
１．われらは、農業を通じて環境・文化・教育の活動を行い、地域社会に貢献する。 
 

ＪＡ青年組織は、農業の担い手として地域農業の振興を図るとともに、農業を通じて

地域社会において環境・文化・教育の活動を行い、地域に根ざした社会貢献に取り組む。 
 
１．われらは、国民との相互理解を図り、食と農の価値を高める責任ある政策提言を行う。 
 

人間の「いのちと暮らし」の源である食と農の持つ価値を高め、実効性のある運動の

展開を 通じて、農業者の視点と生活者の視点を合わせ持った責任ある政策提言を行う。 
 
１．われらは、自らがＪＡの事業運営に積極的に参画し、ＪＡ運動の先頭に立つ。 
 

時代を捉え、将来を見据えたＪＡの発展のため、自らの組織であるＪＡの事業運営に

主体的に参加するとともに、青年農業者の立場から常に新しいＪＡ運動を探求し、実践

する。 
 
１．われらは、多くの出会いから生まれる新たな可能性を原動力に、自己を高める。 
 

ＪＡ青年組織のネットワークを通じて営農技術の向上を進めるとともに、仲間との交

流に よって自らの新たな可能性を発見する場をつくり、相互研鑽を図る。 
 
１．われらは、組織活動の実践により盟友の結束力を高め、あすの担い手を育成する。 
 

ＪＡ青年組織の活動に参加することによって、個人では得られない達成感や感動を多

くの盟友が実感できる機会をつくり、このような価値を次代に継承する人材を育成する。 
 

 
（注釈） 本綱領は、ＪＡ全青協設立の経過を踏まえて「鬼怒川５原則」「全国青年統一綱領」の

理念を受け継ぎ、創立 50 周年を契機に現代的な表現に改めるとともに、今後目指すべ

きＪＡ青年組織の方向性を新たに盛り込んだものである（平成１７年３月１０日制定）。



Ⅰ．県版ポリシーブックにおける重点課題 
 
 

ＪＡ新潟県青連では、「ＪＡ全青協ポリシーブック２０１５」に掲げる２８項目

の課題のうち８項目を、県版ポリシーブックにおける重点課題とします。 

 

 項 目 重点課題

1 ＪＡが果たすべき役割 ★ 

2 ＴＰＰ参加問題   

3 中長期的な農業経営計画の実現に資する政策について   

4 若手農業者が求める日本型直接支払制度への対応について   

5 食料自給率向上について   

6 農業者にわかりやすい政策・制度の実現について ★ 

7 食料・農畜産物の消費税対応について   

8 水田農業について ★ 

9 青果について   

10 畜産・酪農について   

11 都市農業について   

12 担い手対策について ★ 

13 販売力強化について ★ 

14 生産資材（肥料・農薬・燃料・農業機械など）の安定供給について ★ 

15 営農指導・部会組織の強化について ★ 

16 ６次産業化の取り組みについて   

17 多発する自然災害への対策について   

18 農作業安全について   

19 後継者・新規就農者対策 ★ 

20 耕作放棄地対策について   

21 中山間地の農業について   

22 鳥獣害への対策について   

23 地産地消の取り組みについて   

24 食と農の理解促進   

25 食の安全・安心確保対策   

26 震災復興   

27 組織数・盟友数の拡大、結集率の向上対策について   

28 青年組織活動を通じた盟友の相互研鑽および 結束力の向上について   
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Ⅱ．重点課題に対する解決策 
 
 

１．ＪＡが果たすべき役割                

 

＜個人・ＪＡ青年部としての取り組み＞ 

○自らのＪＡの問題として意識を高め、改めて自分たちの組織を認識するた

め、学習会などを行う。 

 

＜ＪＡと一体となった取り組み＞ 

○今後を担うＪＡ青年部の声を自己改革に反映するよう、意見交換を定期的

に実施する。また、組合員とＪＡ職員の意見交換や新規採用職員による圃

場視察・研修など、生産現場の理解や意思疎通を促す活動を随時行う。 

 

＜行政に提案・要望すること＞ 

○「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」を軸とした自己

改革への賛同を求める。 

 

 

 

２．農業者にわかりやすい政策・制度の実現                     

 

＜個人・ＪＡ青年部としての取り組み＞ 

○政策・制度が農業者自らの農業経営に有効活用されているかを確認し、制

度に合わせた農業経営計画を立てる。また、行政担当者などを招き、政策

や補助金などにかかる説明会を開催し、政策・制度に関する理解を深める。 

 

＜ＪＡと一体となった取り組み＞ 

○農業経営や補助金について相談できる職員を増員する。 

○農業者にわかりやすい政策・制度となるよう、政府や農水省に要望する。 

 

＜行政に提案・要望すること＞ 

○農業者のニーズに合った補助金制度の確立を要望する。 
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３．水田農業                          

 

＜個人・ＪＡ青年部としての取り組み＞ 

○品質向上に向けた生産努力を行うとともに、ＪＡと連携した生産、流通に

努める。 

 

＜ＪＡと一体となった取り組み＞ 

○生産者の生産意欲の向上、ＪＡグループの販売力強化の観点から、実需者

を特定した顔の見える販売を強化するなど、系統出荷分においては品質の

維持・安定により差別化することで有利販売を展開する。 

 

＜行政に提案・要望すること＞ 

○収入減少影響緩和対策は、米価下落に伴い補填額も減少する制度となって

いるため、次世代を担う青年農業者が安心して農業を営める所得に着目し

た制度設計を要請する。 

 

 

 

４（１）．農業経営－担い手対策                        

 

＜個人・ＪＡ青年部としての取り組み＞ 

○５年後、１０年後の経営を見据えた自らの営農・経営計画を明確にし、新

たな農産物や収益性の高い農産物の導入、規模の拡大などを検討する。 

 

＜ＪＡと一体となった取り組み＞ 

○担い手に対する機械の導入要件を緩和（補助率拡大、申請手続きの簡素化）

する。 

 

＜行政に提案・要望すること＞ 

○機械更新や設備投資など、担い手農業者に対する支援の充実を要望する。 
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４（２）．農業経営－販売力強化                        

 

＜個人・ＪＡ青年部としての取り組み＞ 

○品質のよい農畜産物を作るための情報の共有、意見交換、勉強会などによ

る知識と意識の向上をはかる。 

 

＜ＪＡと一体となった取り組み＞ 

○組合員が生産したものを一律に取り扱うのではなく、高品質の農畜産物を

販売先に高く買ってもらえるような販売戦略を確立する。 

○農畜産物の地域ブランドを確立し、ＪＡの販売戦略のもと知名度を上げる

ことで差別化をはかる。 

 

＜行政に提案・要望すること＞ 

○生産費に見合った所得補償制度の導入を求めるとともに、財政上困難な場

合は、生産費に見合った農畜産物ごとの最低取引価格を決めて、それ以上

の価格での取引となる仕組みづくりを要請する。 

 

 

 

４（３）．農業経営－生産資材（肥料・農薬・燃料・農業機械）の安定供給 

 

＜個人・ＪＡ青年部としての取り組み＞ 

○現状の生産費を分析し、コスト低減、経営の安定に努める。 

○肥料・農薬に関する知識を高め、土壌診断・適期施肥を行うことで、農薬

散布などの回数を減らし、コスト削減に努める。 

 

＜ＪＡと一体となった取り組み＞ 

○農業機械のリース事業の拡充をはかり、農業機械購入時の負担を軽減する。 

○大口購入者に対し、他業者に打ち勝つ割引を実施するなどの仕組みを構築

する。 

 

＜行政に提案・要望すること＞ 

○資材高騰分を補助金などでカバーできるよう、生産資材価格の高騰に伴う

助成制度や減税措置の創設を要請する。 
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４（４）．農業経営－営農指導・部会組織の強化 

 

＜個人・ＪＡ青年部としての取り組み＞ 

○営農指導員に対し、営農における経験的な情報を提供することで、農業者

が営農指導員を育成するという意識を高める。 

 

＜ＪＡと一体となった取り組み＞ 

○営農指導員の計画的な育成および人事ローテーションを実施する。特に、

人事ローテーションでは営農と金融を一律に扱わない。 

○営農指導員に対し、栽培指導に加えて、販売強化に資するスキルアップを

求め、ＪＡ全体の産地形成を目指した体制を整える。 

 

＜行政に提案・要望すること＞ 

○県の普及事業が縮小傾向にあるなか、生産力の強化に向けて、営農指導員

と普及員が連携した生産現場への指導強化を要望する。 

○生産部会の規模拡大のため、品目を限定した支援策のさらなる強化を要望

する。 

 

 

 

４（５）．農業経営－後継者・新規就農者対策           

 

＜個人・ＪＡ青年部としての取り組み＞ 

○農業体験学習や JA 青年部活動などを通じ、「やりがいのある農業経営」や

「農業の価値」を伝える。 

 

＜ＪＡと一体となった取り組み＞ 

○新規就農者の窓口として技術や経営を学べる機会を充実させるとともに、

営農にかかる初期投資（土地、機械設備など）を積極的に支援するなど、

幅広い支援を行う。 

○新規就農希望者に対し、青年組織を紹介する。 

 

＜行政に提案・要望すること＞ 

○「青年就農給付金（準備型）」について、親元就農への対応などにおける現

行規定の見直しと弾力的運用を要請する。 
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県版ポリシーブック２０１６ 検討経過 

 
 
１．課題の概要評価 

①実施時期：第３回委員会 平成２７年１１月２０日（金） 

②内  容：全青協ポリシーブックの中で重点課題であると考える項目について、

「課題の概要評価シート」に点数をつけて評価 

 

２．重点課題の検討・決定 

①実施時期：正副委員長会議 平成２７年１２月２１日（月） 

②内  容：重点課題を８項目に決定 

 

３．重点課題の解決策の評価 

①実施時期：平成２７年１２月～平成２８年１月 

②内  容：重点課題の解決策について、各単組で「県青連ポリシーブック解決策整

理シート」に優先順位をつけて評価し、県青連宛に報告 

 

４．県版ポリシーブック２０１６の素案の検討・決定 

①実施時期：正副委員長会議 平成２８年１月２７日（水） 

②内  容：県青連ポリシーブック解決策集計結果にもとづき、素案を決定 

 

５．県版ポリシーブック２０１６の決定 

①実施時期：第４回委員会 平成２８年２月 ３日（水） 

②内  容：県青連ポリシーブック２０１６の素案をもとに協議し決定 
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1

1
3

5
3

3
1

3
1

3
3

5
3

1
1
-
(1

)
組

織
数

・
盟

友
数

の
拡

大
、

結
集

率
の

向
上

対
策

に
つ

い
て

5
3

-
5

1
3

5
5

3
3

3
3

1
3

3
3

5

1
1
-
(2

)
青

年
組

織
活

動
を

通
じ

た
盟

友
の

相
互

研
鑽

お
よ

び
 結

束
力

の
向

上
に

つ
い

て
5

3
-

5
1

3
5

5
3

3
3

3
5

3
3

3
5

え
ち

ご
上

越
越

後
な

が
お

か
に

い
が

た
南

蒲
柏

崎

ポ
リ

シ
ー

ブ
ッ

ク
課

題
の

概
要

評
価

　
一

覧

魚
沼

み
な

み
さ

さ
か

み
番

号
項

　
目

7



1
-
(1

)
Ｊ
Ａ

が
果

た
す

べ
き

役
割

2
-
(1

)
Ｔ

Ｐ
Ｐ

参
加

問
題

3
-
(1

)
中

長
期

的
な

農
業

経
営

計
画

の
実

現
に

資
す

る
政

策
に

つ
い

て

3
-
(2

)
若

手
農

業
者

が
求

め
る

日
本

型
直

接
支

払
制

度
へ

の
対

応
に

つ
い

て

3
-
(3

)
食

料
自

給
率

向
上

に
つ

い
て

3
-
(4

)
農

業
者

に
わ

か
り

や
す

い
政

策
・
制

度
の

実
現

に
つ

い
て

3
-
(5

)
食

料
・
農

畜
産

物
の

消
費

税
対

応
に

つ
い

て

4
-
(1

)
水

田
農

業
に

つ
い

て

4
-
(2

)
青

果
に

つ
い

て

4
-
(3

)
畜

産
・
酪

農
に

つ
い

て

4
-
(4

)
都

市
農

業
に

つ
い

て

5
-
(1

)
担

い
手

対
策

に
つ

い
て

5
-
(2

)
販

売
力

強
化

に
つ

い
て

5
-
(3

)
生

産
資

材
（
肥

料
・
農

薬
・
燃

料
・
農

業
機

械
な

ど
）
の

安
定

供
給

に
つ

い
て

5
-
(4

)
営

農
指

導
・
部

会
組

織
の

強
化

に
つ

い
て

5
-
(5

)
６

次
産

業
化

の
取

り
組

み
に

つ
い

て

5
-
(6

)
多

発
す

る
自

然
災

害
へ

の
対

策
に

つ
い

て

5
-
(7

)
農

作
業

安
全

に
つ

い
て

6
-
(1

)
後

継
者

・
新

規
就

農
者

対
策

7
-
(1

)
耕

作
放

棄
地

対
策

に
つ

い
て

7
-
(2

)
中

山
間

地
の

農
業

に
つ

い
て

7
-
(3

)
鳥

獣
害

へ
の

対
策

に
つ

い
て

7
-
(4

)
地

産
地

消
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

8
-
(1

)
食

と
農

の
理

解
促

進

9
-
(1

)
食

の
安

全
・
安

心
確

保
対

策

1
0
-
(1

)
震

災
復

興

1
1
-
(1

)
組

織
数

・
盟

友
数

の
拡

大
、

結
集

率
の

向
上

対
策

に
つ

い
て

1
1
-
(2

)
青

年
組

織
活

動
を

通
じ

た
盟

友
の

相
互

研
鑽

お
よ

び
 結

束
力

の
向

上
に

つ
い

て

ポ
リ

シ
ー

ブ
ッ

ク
課

題
の

概
要

評
価

　
一

覧

番
号

項
　

目

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

佐
渡

a
b

c
a

b
c

d
a

b
c

d
a

3
3

5
3

5
5

5
5

5
5

5
3

1
1
4

★
★

5
3

3
3

3
5

5
3

5
5

5
3

1
0
9

★

5
5

3
3

5
5

3
1

5
3

5
3

1
0
8

★

5
3

3
3

3
5

1
5

5
5

5
3

1
0
9

★

3
5

3
1

5
5

5
3

5
3

3
3

9
9

3
5

5
5

5
5

1
5

5
3

5
3

1
2
5

★
★

★

3
5

1
1

1
3

3
1

5
3

3
5

7
7

3
3

3
3

1
5

3
3

5
5

3
3

1
1
1

★
★

3
3

3
1

1
3

1
1

5
3

5
5

8
9

3
5

3
1

1
3

1
5

5
3

5
5

9
3

1
3

3
1

1
1

1
3

3
5

1
3

6
1

5
5

5
5

5
5

1
1

5
5

5
5

1
3
1

★
★

★
★

5
5

5
3

3
5

3
5

5
3

5
5

1
2
1

★
★

★

5
5

5
5

3
5

1
5

3
5

3
3

1
2
5

★
★

★

3
3

5
5

3
3

5
3

5
5

5
3

1
1
5

★
★

3
3

3
3

3
1

1
1

3
3

1
3

7
5

5
3

1
3

3
3

3
3

5
3

3
5

9
6

3
3

3
5

1
3

1
1

3
1

5
5

8
1

5
5

5
5

5
5

5
1

5
3

5
3

1
2
1

★
★

★

3
5

3
3

5
3

3
5

5
3

1
5

1
0
3

★

3
3

3
3

1
3

3
1

5
1

3
5

9
5

1
3

3
1

1
3

1
1

3
1

3
5

7
7

1
5

5
3

3
3

3
1

5
3

3
3

9
9

1
3

5
1

3
5

1
3

5
5

1
3

9
9

3
3

3
3

3
5

3
1

5
3

5
3

9
9

3
3

3
3

1
3

1
3

5
3

5
3

8
7

3
3

3
3

1
3

1
3

5
3

3
3

8
8

3
3

3
5

3
3

3
5

5
5

5
3

1
0
4

★ 1
3

8
5

1

越
後

中
央

北
越

後
胎

内
市

合
計

１
０

０
点

以
上

１
１

０
点

以
上

１
２

０
点

以
上

１
３

０
点

以
上

8



県
版

ポ
リ
シ
ー
ブ
ッ
ク
２
０
１
６
解

決
策

評
価

　
一

覧

え
ち

ご
上

越
越

後
な
が
お
か

に
い
が
た

南
蒲

柏
崎

魚
沼

み
な
み

さ
さ
か

み
北

越
後

胎
内

市
越

後
中

央
佐

渡

１
．
Ｊ
Ａ
が

果
た
す
べ

き
役

割

<
個
人
・
Ｊ
Ａ
青
年
部
と
し

て
の
取
り
組
み
>

①
自
ら
の
Ｊ
Ａ
の
問
題
と
し
て
意
識
を
高
め
、
改
め
て
自
分
た
ち
の
組
織
を

認
識

す
る

た
め

、
学
習
会
な
ど
を
行
う
。

3
1

1
1

3
3

1
2

1
1

1
7

★

②
生
産
者
の
情
報
源
は
Ｊ
Ａ
職
員
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
さ
ら
な
る

連
携

に
向

け
た

取
り
組
み
を
進
め
る
。

1
3

3
2

1
1

2
3

3
3

2
2

③
Ｊ
Ａ
の
事
業
利
用
を
促
進
し
、
正
組
合
員
化
な
ど
を
通
じ
て
Ｊ
Ａ
運
営
へ

の
参

画
を

行
う

。
2

2
2

3
2

2
3

1
2

2
2
1

<
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
>

①
「
系
統
利
用
」
と
「
商
系
利
用
」
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
と
短
所
に
つ
い
て
わ

か
り

や
す

く
周

知
す
る
。

4
4

4
4

2
3

2
3

3
4

3
3

②
組
合
員
と
J
A
職
員
の
意
見
交
換
や
新
規
採
用
職
員
に
よ
る
圃
場
視
察
・
研

修
な

ど
、

生
産

現
場
の
理
解
や
意
思
疎
通
を
促
す
活
動
を
随
時
行
う
。

2
2

1
3

4
1

3
1

4
2

2
3

③
今
後
を
担
う
J
A
青
年
部
の
声
を
自
己
改
革
に
反
映
す
る
よ
う
、
意
見
交
換

を
定

期
的

に
実

施
す
る
。

1
3

2
1

1
2

4
2

2
1

1
9

④
Ｊ
Ａ
改
革
に
よ
っ
て
、
よ
り
大
き
な
協
同
の
成
果
を
実
感
で
き
る
Ｊ
Ａ
に

な
る

よ
う

取
り

組
む
。

3
1

3
2

3
4

1
4

1
3

2
5

<
行
政
に
提
案
・
要
望
す
る

こ
と
>

①
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」
「
農
業
生
産
の
拡
大
」
「
地
域
の
活
性
化
」
を

軸
と

し
た

自
己

改
革
へ
の
賛
同
を
求
め
る
。

1
1

1
1

2
1

1
1

1
2

1
2

★

②
Ｊ
Ａ
改
革
は
組
合
員
・
組
織
の
総
意
に
基
づ
い
て
決
定
す
べ
き
こ
と
で
あ

り
、

Ｊ
Ａ

グ
ル

ー
プ
と
し
て
の
意
見
を
尊
重
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

2
2

2
2

1
2

2
2

2
1

1
8

★

解
決
策

優
先

順
位

合
計

執
行

部
案

9



え
ち

ご
上

越
越

後
な
が
お
か

に
い
が
た

南
蒲

柏
崎

魚
沼

み
な
み

さ
さ
か

み
北

越
後

胎
内

市
越

後
中

央
佐

渡
解
決
策

優
先

順
位

合
計

執
行

部
案

２
．
農

業
者

に
わ

か
り
や

す
い
政

策
・
制

度
の

実
現

に
つ
い
て

<
個

人
・
Ｊ
Ａ
青
年
部
と
し
て
の
取
り
組
み
>

①
行
政
担
当
者
な
ど
を
招

き
、
政
策
や
補
助
金
な
ど
に
か
か
る
説
明
会
を
開

催
し

、
政

策
・

制
度

に
関
す
る
理
解
を
深
め

る
。

2
2

1
2

1
2

1
1

2
2

1
6

②
政
策
・
制
度
が
農
業
者
自
ら
の
農
業
経
営
に
有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
か
を

確
認

し
、

制
度

に
合
わ
せ
た
農
業
経
営
計
画
を
立
て
る
。

1
1

2
1

2
1

2
2

1
1

1
4

<
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
>

①
農
業
者
に
わ
か
り
や
す
い
政
策
・
制
度
と
な
る
よ
う
、
政
府
や
農
水
省
に

要
望

す
る

。
4

2
3

3
3

1
1

4
1

1
2
3

★

②
補
助
金
制
度
に
関
す
る
研
修
会
（
申
請
の
手
順
、
必
要
事
項
な
ど
）
を
開

催
す

る
。

2
4

4
2

2
4

3
2

4
4

3
1

③
農
業
経
営
や
補
助
金
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
職
員
を
増
員
す
る
。

1
1

2
4

1
2

2
1

3
3

2
0

★

④
助
成
制
度
の
新
設
や
変
更
が
行
わ
れ
た
場
合
、
農
業
者
へ
の
周
知
徹
底
を

依
頼

す
る

。
3

3
1

1
4

3
4

3
2

2
2
6

<
行
政
に
提
案
・
要
望
す
る

こ
と
>

①
補
助
金
申
請
に
関
す
る
説
明
会
を
定
期
的
に
開
催
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

1
6

7
5

7
7

7
5

3
5

5
3

②
補
助
事
業
の
情
報
一
元
化
と
、
情
報
が
生
産
者
へ
伝
わ
る
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を

要
請

す
る

。
6

1
3

6
6

5
1

2
1

1
3
2

③
政
策
、
補
助
金
ご
と
の
窓
口
を
明
確
に
す
る
よ
う
提
案
す
る
。

7
2

6
4

4
6

5
6

6
7

5
3

④
ま
た
、
補
助
金
申
請
に
関
す
る
手
続
き
を
簡
略
化
す
る
と
と
も
に
、
農
業

者
が

理
解

し
や

す
い
用
語
を
用
い
た
シ
ン
プ
ル
な
制
度
と
な
る
よ
う
要
望
す
る
。

4
7

2
2

3
4

6
7

4
4

4
3

⑤
農
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
補
助
金
制
度
の
確
立
を
要
望
す
る
。

2
5

1
1

1
1

4
1

2
3

2
1

★

⑥
農
業
経
営
や
補
助
金
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
職
員
の
増
員
を
要
望
す
る
。

3
3

5
7

5
2

2
4

7
2

4
0

⑦
専
業
農
家
と
兼
業
農
家
、
中
山
間
地
と
平
場
と
い
っ
た
区
分
を
明
確
に
し

た
補

助
金

な
ど

の
支
援
策
を
講
じ
る
よ
う
要
望
す
る
。

5
4

4
3

2
3

3
3

5
6

3
8

★
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え
ち

ご
上

越
越

後
な
が
お
か

に
い
が
た

南
蒲

柏
崎

魚
沼

み
な
み

さ
さ
か

み
北

越
後

胎
内

市
越

後
中

央
佐

渡
解
決
策

優
先

順
位

合
計

執
行

部
案

３
．
水

田
農

業

<
個

人
・
Ｊ
Ａ
青
年
部
と
し
て
の
取
り
組
み
>

①
品
質
向
上
に
向
け
た
生

産
努
力
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
た
生

産
、

流
通

に
努

め
る

。
2

2
1

1
1

1
1

2
2

1
1
4

★

②
米
単
作
地
域
で
は
収
入
が
不
安
定
に
な
り
が
ち
な
た
め
、
転
作
作
目
の
強

化
を

進
め

る
。

3
1

2
2

2
3

2
1

1
3

2
0

③
農
地
維
持
活
動
・
環
境
保
全
管
理
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。

1
3

3
3

3
2

3
3

3
2

2
6

<
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
>

①
播
種
前
・
収
穫
前
契
約
に
よ
る
取
引
を
拡
大
し
、
攻
め
の
販
売
を
展
開
す

る
。

4
1

5
1

3
1

1
3

1
5

2
5

②
生
産
者
の
生
産
意
欲
の
向
上
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
販
売
力
強
化
の
観
点
か

ら
、

実
需

者
を

特
定
し
た
顔
の
見
え
る
販
売
を
強
化
す
る
な
ど
、
系
統
出
荷
分
に
お
い
て
は
品

質
の

維
持

・
安

定
に
よ
り
差
別
化
す
る
こ
と
で
有
利
販
売
を
展
開
す
る
。

2
3

4
2

1
4

3
1

2
1

2
3

★

③
国
の
政
策
支
援
を
最
大
限
に
活
用
し
、
高
品
質
粗
飼
料
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
な
ど
）

や
飼

料
用

米
の

安
定
的
な
支
給
体
制
を
構
築
す
る
。

3
2

1
3

5
3

4
2

3
3

2
9

④
機
械
メ
ー
カ
ー
に
対
し
、
過
剰
な
機
能
を
カ
ッ
ト
し
た
安
価
な
機
械
の
開

発
を

引
き

続
き

要
望
す
る
。

5
4

3
4

2
5

5
6

5
2

4
1

⑤
飼

料
用

米
に

つ
い

て
、

出
荷

、
乾

燥
調

製
施

設
の

区
分

管
理

に
よ

る
コ

ン
タ

ミ
対

策
の

強
化
、
飼
料
会
社
な
ど
と
連
携
し
た
需
要
拡
大
、
コ
ス
ト
削
減
に
よ
り
、
生
産

拡
大

を
は

か
る

。
1

5
2

5
6

2
2

4
4

4
3
5

⑥
清
算
手
続
き
が
３
月
と
遅
い
こ
と
か
ら
、
概
算
金
の
発
表
と
同
時
期
で
の

支
払

い
を

要
望

す
る
。

6
6

6
6

4
6

6
5

6
6

5
7

<
行
政
に
提
案
・
要
望
す
る

こ
と
>

①
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
は
、
米
価
下
落
に
伴
い
補
填
額
も
減
少
す
る
制

度
と

な
っ

て
い

る
た
め
、
次
世
代
を
担
う
青
年
農
業
者
が
安
心
し
て
農
業
を
営
め
る
所
得
に
着

目
し

た
制

度
設

計
を
要
請
す
る
。

1
1

3
1

1
1

2
2

1
1

1
4

★

②
水
田
活
用
対
策
に
お
い
て
戦
略
作
物
助
成
お
よ
び
産
地
資
金
の
充
実
を
は

か
る

と
と

も
に

、
水
田
の
維
持
・
拡
大
に
向
け
、
再
生
産
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
政
策
支
援
を

講
じ

る
よ

う
求

め
る
。

3
2

2
2

4
4

4
3

2
4

3
0

③
大
規
模
化
に
向
け
て
、
耕
作
放
棄
地
や
未
整
備
地
な
ど
を
含
め
、
担
い
手

へ
の

農
地

の
貸

し
出
し
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
中
間
管
理
機
構
の
機
能
と
制
度
の
見
直
し
を
要
望

す
る

。
4

5
1

5
2

3
3

5
3

2
3
3

④
飼
料
用
米
の
さ
ら
な
る
推
進
に
向
け
て
、
法
制
化
を
は
じ
め
と
し
た
制
度

の
確

立
を

要
請

す
る
。

2
3

4
3

5
5

5
4

5
5

4
1

⑤
大
規
模
栽
培
に
対
応
し
た
直
播
な
ど
の
低
コ
ス
ト
栽
培
の
技
術
開
発
、
基

盤
整

備
・

機
械

更
新
に
対
す
る
補
助
事
業
の
実
施
、
強
化
を
要
請
す
る
。

5
4

5
4

3
2

1
1

4
3

3
2
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え
ち

ご
上

越
越

後
な
が
お
か

に
い
が
た

南
蒲

柏
崎

魚
沼

み
な
み

さ
さ
か

み
北

越
後

胎
内

市
越

後
中

央
佐

渡
解
決
策

優
先

順
位

合
計

執
行

部
案

４
（
１
）
．
農

業
経

営
－

担
い
手

対
策

<
個

人
・
Ｊ
Ａ
青
年
部
と
し
て
の
取
り
組
み
>

①
農
政
運
動
、
食
農
教
育

活
動
だ
け
で
は
な
く
、
経
営
管
理
や
税
務
、
融
資

な
ど

農
業

経
営

能
力

の
向

上
に

直
結

す
る

よ
う

な
研

修
会

や
先

進
的

な
取

り
組

み
に

つ
い

て
、

情
報

収
集

を
行

う
。

2
1

2
2

2
2

2
2

2
2

1
9

②
５
年
後
、
１
０
年
後
の
経
営
を
見
据
え
た
自
ら
の
営
農
・
経
営
計
画
を
明

確
に

し
、

新
た

な
農
産
物
や
収
益
性
の
高
い
農
産
物
の
導
入
、
規
模
の
拡
大
な
ど
を
検
討
す
る

。
1

2
1

1
1

1
1

1
1

1
1
1

★

<
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
>

①
「
地
域
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
」
、
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
推
進
、
充
実
を
は

か
る

。
1

3
1

3
4

3
2

4
3

4
2
8

②
担
い
手
に
対
す
る
機
械
の
導
入
要
件
を
緩
和
（
補
助
率
拡
大
、
申
請
手
続

き
の

簡
素

化
）

す
る
。

3
1

3
1

1
1

3
1

1
2

1
7

★

③
意
欲
あ
る
担
い
手
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の
法
人
化
の
推
進
お
よ
び
法

人
化

後
の

経
営

管
理
支
援
を
行
う
。

2
2

4
4

2
2

4
3

2
1

2
6

④
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
導
入
・
充
実
を
は
か
り
、
担
い
手
農
業
者
の
育
成
・
支
援
を
強

化
す

る
。

4
4

2
2

3
4

1
2

4
3

2
9

<
行
政
に
提
案
・
要
望
す
る

こ
と
>

①
機
械
更
新
や
設
備
投
資
な
ど
、
担
い
手
農
業
者
に
対
す
る
支
援
の
充
実
を

要
望

す
る

。
3

1
1

1
1

2
1

1
1

2
1
4

★

②
環
境
整
備
お
よ
び
効
率
化
を
目
的
と
し
た
区
画
整
理
に
か
か
る
取
り
組
み

の
強

化
を

要
請

す
る
。

2
3

3
2

2
1

3
2

2
3

2
3

③
労
働
力
不
足
の
解
消
と
地
域
雇
用
の
創
出
を
は
か
り
、
「
農
の
雇
用
事
業

」
を

は
じ

め
と

し
た
労
働
力
確
保
や
人
材
育
成
に
向
け
た
支
援
の
拡
充
を
要
請
す
る
。

1
2

2
3

3
3

2
3

3
1

2
3
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え
ち

ご
上

越
越

後
な
が
お
か

に
い
が
た

南
蒲

柏
崎

魚
沼

み
な
み

さ
さ
か

み
北

越
後

胎
内

市
越

後
中

央
佐

渡
解
決
策

優
先

順
位

合
計

執
行

部
案

４
（
２
）
．
農

業
経

営
－

販
売

力
強

化

<
個

人
・
Ｊ
Ａ
青
年
部
と
し
て
の
取
り
組
み
>

①
品
質
の
よ
い
農
畜
産
物

を
作
る
た
め
の
情
報
の
共
有
、
意
見
交
換
、
勉
強

会
な

ど
に

よ
る

知
識

と
意
識
の
向
上
を
は
か

る
。

1
1

2
1

1
3

1
2

1
1

1
4

★

②
積
極
的
に
Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
、
Ｊ
Ａ
の
販
売
力
強
化
を
は
か
る
。

2
2

3
2

2
2

2
1

2
2

2
0

③
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
す
る
。

3
3

1
3

3
1

3
3

3
3

2
6

<
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
>

①
組
合
員
が
生
産
し
た
も
の
を
一
律
に
取
り
扱
う
の
で
は
な
く
、
高
品
質
の

農
畜

産
物

を
販

売
先
に
高
く
買
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
販
売
戦
略
を
確
立
す
る
。

4
3

1
4

1
3

1
1

3
4

2
5

★

②
近
隣
の
Ｊ
Ａ
間
で
の
集
出
荷
施
設
の
共
同
利
用
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
や
、

全
国

各
地

の
産

地
間
リ
レ
ー
な
ど
の
Ｊ
Ａ
間
連
携
の
強
化
に
よ
り
、
農
畜
産
物
の
安
定
出
荷
を

め
ざ

す
。

1
1

3
3

3
5

4
3

1
5

2
9

③
農
畜
産
物
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
Ｊ
Ａ
の
販
売
戦
略
の
も
と
知
名

度
を

上
げ

る
こ

と
で
差
別
化
を
は
か
る
。

3
4

4
1

2
2

2
4

2
1

2
5

★

④
競
争
力
の
あ
る
新
規
作
物
の
導
入
に
取
り
組
む
。

2
5

2
2

4
4

3
5

4
2

3
3

⑤
加
工
野
菜
栽
培
の
機
械
化
体
系
を
確
立
さ
せ
、
新
た
な
販
売
先
を
確
保
す

る
。

5
2

5
5

5
1

5
2

5
3

3
8

<
行
政
に
提
案
・
要
望
す
る

こ
と
>

①
首
都
圏
で
の
動
向
調
査
や
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
調
査
の
実
施
な
ど
に
よ
り

、
地

元
農

畜
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
や
そ
の
「
強
み
」
を
把
握
し
、
ブ
ラ
ン
ド
向
上
施
策
の
実
施

を
要

請
す

る
。

2
3

2
3

4
3

2
1

3
4

2
7

②
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
も
含
め
た
販
売
促
進
な
ど
を
強
化
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の

強
化

と
産

地
確

立
（
普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
産
地
独
自
の
品
種
開
発
な
ど
）
に

努
め

る
よ

う
要

望
す
る
。

3
1

4
2

2
2

1
2

4
2

2
3

③
生

産
費

に
見

合
っ

た
所

得
補

償
制

度
の

導
入

を
求

め
る

と
と

も
に

、
財

政
上

困
難

な
場

合
は
、
生
産
費
に
見
合
っ
た
農
畜
産
物
ご
と
の
最
低
取
引
価
格
を
決
め
て
、
そ

れ
以

上
の

価
格

で
の
取
引
と
な
る
仕
組
み
づ
く
り
を
要
請
す
る
。

4
2

3
1

1
1

3
3

2
3

2
3

★

④
国
産
農
畜
産
物
の
価
値
や
大
切
さ
な
ど
、
食
農
教
育
の
充
実
を
要
望
す
る

。
1

4
1

4
3

4
4

4
1

1
2
7
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え
ち

ご
上

越
越

後
な
が
お
か

に
い
が
た

南
蒲

柏
崎

魚
沼

み
な
み

さ
さ
か

み
北

越
後

胎
内

市
越

後
中

央
佐

渡
解
決
策

優
先

順
位

合
計

執
行

部
案

４
（
３
）
．
農

業
経

営
－

生
産

資
材

（
肥

料
・
農

薬
・
燃

料
・
農

業
機

械
な
ど
）
の

安
定

供
給

<
個

人
・
Ｊ
Ａ
青
年
部
と
し
て
の
取
り
組
み
>

①
現
状
の
生
産
費
を
分
析

し
、
コ
ス
ト
低
減
、
経
営
の
安
定
に
努
め
る
。

1
1

2
1

2
1

1
3

2
3

1
7

★

②
肥
料
・
農
薬
に
関
す
る
知
識
を
高
め
、
土
壌
診
断
・
適
期
施
肥
を
行
う
こ

と
で

、
農

薬
散

布
な
ど
の
回
数
を
減
ら
し
、
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
る
。

2
2

3
2

3
3

3
2

1
4

2
5

★

③
Ｊ
Ａ
の
購
買
事
業
や
行
政
の
補
助
事
業
の
取
り
組
み
を
学
習
し
、
十
分
活

用
で

き
る

よ
う

努
め
る
。

3
3

1
3

4
4

2
4

3
1

2
8

④
商
系
の
生
産
資
材
の
品
揃
え
や
価
格
を
調
査
し
、
Ｊ
Ａ
へ
の
情
報
提
供
を

通
じ

て
事

業
へ

の
反
映
を
は
か
る
。

4
4

4
4

1
2

4
1

4
2

3
0

<
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
>

①
農
業
機
械
の
リ
ー
ス
事
業
の
拡
充
を
は
か
り
、
農
業
機
械
購
入
時
の
負
担

を
軽

減
す

る
。

4
1

1
4

2
1

1
2

5
4

2
5

★

②
大

口
購

入
者

に
対

し
、

他
業

者
に

打
ち

勝
つ

割
引

を
実

施
す

る
な

ど
の

仕
組

み
を

構
築

す
る
。

3
3

6
1

1
2

2
1

4
5

2
8

★

③
Ｊ
Ａ
と
商
系
と
の
比
較
表
を
作
成
す
る
な
ど
、
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
資
材
を
買

う
メ

リ
ッ

ト
を

明
確
に
す
る
。

6
4

5
2

4
3

4
3

6
3

4
0

④
生
産
者
組
織
や
担
い
手
に
よ
る
資
材
の
決
済
に
つ
い
て
、
収
穫
後
の
販
売

代
金

が
入

っ
て

か
ら
引
き
落
と
す
な
ど
の
対
応
を
行
う
。

1
6

4
3

5
4

3
6

2
6

4
0

⑤
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
新
品
種
の
研
究
開
発
お
よ
び
栽
培
方
法
の
確
立
に

取
り

組
む

。
2

5
3

6
3

6
6

4
1

1
3
7

⑥
有
識
者
の
指
導
の
も
と
、
行
政
と
連
携
し
て
コ
ス
ト
軽
減
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成

す
る

。
5

2
2

5
6

5
5

5
3

2
4
0

<
行
政
に
提
案
・
要
望
す
る

こ
と
>

①
資
材
高
騰
分
を
補
助
金
な
ど
で
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
、
生
産
資
材
価
格
の

高
騰

に
伴

う
助

成
制
度
や
減
税
措
置
の
創
設
を
要
請
す
る
。

2
2

1
1

1
1

1
1

2
1

1
3

★

②
コ
ス
ト
低
減
を
は
か
る
新
品
種
の
研
究
開
発
お
よ
び
栽
培
・
飼
育
方
法
の

確
立

、
産

地
に

よ
る
施
肥
基
準
の
見
直
し
を
要
請
す
る
。

1
1

2
2

3
2

3
3

1
2

2
0

③
農
薬
の
登
録
費
用
へ
の
助
成
や
、
登
録
に
要
す
る
作
業
の
効
率
化
を
要
請

す
る

。
3

3
4

3
4

3
2

4
3

3
3
2

④
軽
油
・
重
油
免
税
制
度
の
恒
久
化
を
要
請
す
る
。

4
4

3
4

2
4

4
2

4
4

3
5
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え
ち

ご
上

越
越

後
な
が
お
か

に
い
が
た

南
蒲

柏
崎

魚
沼

み
な
み

さ
さ
か

み
北

越
後

胎
内

市
越

後
中

央
佐

渡
解
決
策

優
先

順
位

合
計

執
行

部
案

４
（
４
）
．
農

業
経

営
－

営
農

指
導

・
部

会
組

織
の

強
化

に
つ
い
て

<
個

人
・
Ｊ
Ａ
青
年
部
と
し
て
の
取
り
組
み
>

①
営
農
指
導
員
に
対
し
、

営
農
に
お
け
る
経
験
的
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

で
、

農
業

者
が

営
農

指
導
員
を
育
成
す
る
と

い
う
意
識
を
高
め
る
。

1
2

1
2

2
1

1
2

1
2

1
5

★

②
部
会
組
織
の
運
営
を
Ｊ
Ａ
任
せ
に
せ
ず
、
農
業
者
自
ら
が
栽
培
か
ら
出
荷

、
販

売
、

部
会

運
営
に
積
極
的
に
参
画
す
る
。

2
1

2
1

1
2

2
1

2
1

1
5

<
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
>

①
各
生
産
部
会
の
取
り
組
み
状
況
を
分
析
し
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
力
を
入
れ
る
作

目
、

部
会

を
明

確
に
す
る
。

3
5

4
2

3
6

6
7

2
5

4
3

②
多
岐
に
わ
た
る
営
農
指
導
員
の
業
務
に
つ
い
て
、
本
来
の
指
導
業
務
を
充

実
さ

せ
る

た
め

、
業
務
の
棚
卸
し
を
行
う
。

2
6

1
6

7
5

5
1

1
6

4
0

③
部
会
組
織
の
活
性
化
に
向
け
て
、
若
手
農
業
者
の
発
言
力
の
向
上
や
運
営

へ
の

参
画

促
進

、
ま
た
部
会
内
で
の
青
年
組
織
の
編
成
な
ど
、
生
産
部
会
の
育
成
指
導
を
行
う

。
6

1
3

7
4

7
4

6
3

1
4
2

④
営
農
指
導
員
の
増
員
お
よ
び
育
成
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
な
ど

を
充

実
さ

せ
、

Ｊ
Ａ
と
担
い
手
の
連
携
強
化
を
は
か
る
。

5
7

2
5

6
2

7
4

6
2

4
6

⑤
営
農
指
導
員
の
計
画
的
な
育
成
お
よ
び
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す

る
。

特
に

、
人

事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
営
農
と
金
融
を
一
律
に
扱
わ
な
い
。

1
4

6
1

1
3

1
2

5
7

3
1

⑥
営

農
指

導
員

に
対

し
、

栽
培

指
導

に
加

え
て

、
販

売
強

化
に

資
す

る
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

求
め
、
Ｊ
Ａ
全
体
の
産
地
形
成
を
目
指
し
た
体
制
を
整
え
る
。

4
3

5
4

2
1

2
3

4
3

3
1

⑦
経
営
指
導
や
法
人
化
に
つ
い
て
も
対
応
で
き
る
職
員
を
育
成
す
る
。

7
2

7
3

5
4

3
5

7
4

4
7

<
行
政
に
提
案
・
要
望
す
る

こ
と
>

①
県
の
普
及
事
業
が
縮
小
傾
向
に
あ
る
な
か
、
生
産
力
の
強
化
に
向
け
て
、

営
農

指
導

員
と

普
及
員
が
連
携
し
た
生
産
現
場
へ
の
指
導
強
化
を
要
望
す
る
。

1
1

2
2

2
1

1
1

1
1

1
3

★

②
生

産
部

会
の

規
模

拡
大

の
た

め
、

品
目

を
限

定
し

た
支

援
策

の
さ

ら
な

る
強

化
を

要
望

す
る
。

2
2

1
1

1
2

2
2

2
2

1
7

★

③
農

業
を

営
む

う
え

で
関

係
す

る
法

律
や

政
令

な
ど

に
つ

い
て

の
研

修
会

の
開

催
を

要
請

す
る
。

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
0

★
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え
ち

ご
上

越
越

後
な
が
お
か

に
い
が
た

南
蒲

柏
崎

魚
沼

み
な
み

さ
さ
か

み
北

越
後

胎
内

市
越

後
中

央
佐

渡
解
決
策

優
先

順
位

合
計

執
行

部
案

４
（
５
）
．
農

業
経

営
－

後
継

者
・
新

規
就

農
者

対
策

<
個

人
・
Ｊ
Ａ
青
年
部
と
し
て
の
取
り
組
み
>

①
新
規
就
農
者
に
対
し
、

技
術
指
導
や
地
域
生
活
の
手
助
け
な
ど
を
行
う
。

2
1

4
2

2
4

5
3

3
3

2
9

②
就
農
希
望
者
に
不
耕
作
地
を
貸
し
出
し
て
盟
友
が
指
導
し
た
り
、
農
業
短

大
生

な
ど

就
農

意
欲
の
あ
る
若
者
の
研
修
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
り
し
て
、
農
業
者
の
育
成

に
努

め
る

。
4

2
5

3
1

1
3

2
4

1
2
6

③
農
業
体
験
学
習
や
J
A
青
年
部
活
動
な
ど
を
通
じ
、
「
や
り
が
い
の
あ
る
農

業
経

営
」

や
「

農
業
の
価
値
」
を
伝
え
る
。

3
4

1
1

3
2

1
1

1
2

1
9

★

④
世

代
交

代
を

意
識

的
に

進
め

る
た

め
、

家
族

経
営

協
定

を
作

成
し

、
達

成
度

の
確

認
を

行
う
。

5
3

3
5

5
5

2
5

5
5

4
3

⑤
後
継
者
の
就
農
支
援
や
世
代
交
代
の
促
進
に
か
か
る
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
の

充
実

を
は

か
る

た
め
、
青
年
部
盟
友
の
正
組
合
員
加
入
促
進
運
動
を
進
め
る
。

1
5

2
4

4
3

4
4

2
4

3
3

<
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
>

①
新
規
就
農
者
の
窓
口
と
し
て
技
術
や
経
営
を
学
べ
る
機
会
を
充
実
さ
せ
る

と
と

も
に

、
営

農
に
か
か
る
初
期
投
資
（
土
地
、
機
械
設
備
な
ど
）
を
積
極
的
に
支
援
す
る
な

ど
、

幅
広

い
支

援
を
行
う
。

3
2

2
1

2
1

1
1

2
1

1
6

★

②
新
規
就
農
希
望
者
に
対
し
、
青
年
組
織
を
紹
介
す
る
。

1
1

1
2

3
3

2
3

1
2

1
9

★

③
後
継
者
育
成
の
観
点
か
ら
、
円
滑
な
経
営
移
譲
に
向
け
た
実
践
研
修
と
し

て
、

融
資

や
補

助
金
な
ど
の
支
援
制
度
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催
す
る
。

2
3

3
3

1
2

3
2

3
3

2
5

<
行
政
に
提
案
・
要
望
す
る

こ
と
>

①
「
青
年
就
農
給
付
金
（
準
備
型
）
」
に
つ
い
て
、
親
元
就
農
へ
の
対
応
な

ど
に

お
け

る
現

行
規
定
の
見
直
し
と
弾
力
的
運
用
を
要
請
す
る
。

1
1

1
1

1
2

2
1

1
1

1
2

★

②
各
地
の
受
け
入
れ
農
家
や
農
業
大
学
校
な
ど
の
研
修
機
関
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化

し
、

就
農

定
着
に
資
す
る
総
合
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
を
要
望
す
る
。

2
2

3
2

3
3

1
3

2
2

2
3

③
親
世
代
か
ら
青
年
世
代
へ
の
早
め
の
経
営
移
譲
を
目
的
と
し
た
「
経
営
移

譲
奨

励
金

制
度

」
の
創
設
を
提
案
す
る
。

3
3

2
3

2
1

3
2

3
3

2
5
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